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令和 8 年度（2026 年度） 

 

金沢大学法科大学院 

 

 

小論文試験 

試験問題 

 Ａ日程問題  

 
 
 
 
 
 
 
（注意） 
１．問題冊子（表紙を含む）は６枚です。 
２．問題冊子は指示があるまで開かないでください。 
３．問題冊子と下書き用紙は持ち帰ってください。 
４．解答は、鉛筆、シャープペンシル、ペン、ボールペンのいずれで記入しても

構いません。 

 



2 
 

令和 8 年度（2026 年度）金沢大学法科大学院入学試験問題 

 
試験科目 小  論  文 

 

 次の文章は、山田圭一著『フェイクニュースを哲学する－何を信じるべきか』（岩波新書、

２０２４年）の一部である。これを読んで、次の問いに答えなさい。 

 なお、出題に際して、原文が縦書きのものを横書きにする、表題を省略するなど、原文の

一部に改変を加えてある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１（４０点） 

「フィルターバブル」と呼ばれる現象とその問題点、「エコーチェンバー」と呼ばれる現

象とその問題点を、あわせて４００字程度で説明しなさい。 

 

問２（６０点） 

  「認識バブル」の問題点とそれに対する筆者の考えを簡潔にまとめたうえで、筆者の考え

に対するあなたの意見を６００字以内で論じなさい。 

 


